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－「清らかな気持ちで活動し、より良い私たちの生活をめざす生徒」の育成を目指す学校経営－  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 長年にわたり、重点教育目標「学び合い、

自己表現力を高める生徒」の実現を目指し、

「自立・共生・創造」をテーマに家庭・地域

と連携・協働した教育活動の推進に努めている。 

特に、「本中魅力アップ」という13年間続

く全校的な実践の取組では、「教えきる指

導」と学習習慣の形成、規律・礼儀を大切に

する生活態度の育成及び自己有用感を高める

豊かなふれあいの推進・充実に大きな成果を

上げている。 

 

     

    

    

    

    

     

    

    

   

                  

                  

                  

            写 真 １ 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

   

 

 

 

 

 

 



－全教職員が一つのチームとなった包括的な学校改善の取組－ 

    

    

    

    

    

    

    

     

     

     

 令和５年度から「学校力向上に関する総

合実践事業」の指定を受け、中核校として

校区の小学校と連携し、中学校教員による

教科担任制の実施や加配事務職員を活用し

た学校間連携に取り組んでいる。 

 特に、ＩＣＴを活用した授業改善や「北

海道アクション・プラン（第３期）」を踏

まえた働き方改革等の取組を地域協議会に

おいて検証し、その改善・充実に取り組む

など、成果を上げている。 

 

     

    

    

    

    

    

     

 

 

                  

                  

                  

         写 真 ２  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

－組織的な授業改善の方針及び方策を明確にした授業改善の取組－ 

 令和２年度から令和４年度まで「授業改

善推進チーム活用事業」の推進教員配置校

として、生徒の学力や生活習慣等の実態を

把握・分析し、ティーム・ティーチングに

よる数学の授業改善に取り組んでいる。 

 特に、自校だけでなく函館市内の学校の

授業改善に関わり、教科の指導に係る資料

等を作成し、函館市内外の学校等へ周知す

るなど、地域全体の学力の向上に成果を上

げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

                   

                   

          写 真 ３  

         

 

 

 

  

        

－地域人材を活用した学習活動－ 

 学校運営協議会と協働し、「家庭科実習

補助」「地域学習の見守り」など地域人材

を活用した学習活動を行っている。 

・子ども達へ向ける意識が「無関心」から

「やさしく見守る」に変わった。 

（地域住民の声） 

・子どもは地域の皆さんと関わり、新たな

人間関係を築いた。様々な年代の方とコ

ミュニケーションをとるという貴重な経

験をすることができた。 (保護者の声) 

                  

                  

                  

         写 真 ４  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


